
「磐田市立総合病院における薬剤関連顎骨壊死の臨床統計的研究」について 

 

１．研究の対象 

2017年 4月 1日～2025年 3月 31日の間に当院でビスホスホネート製剤やデノスマブ製剤を使

用した、もしくは使用している患者で当院歯科口腔外科を受診した方。 

 

２．研究目的・方法 

ビスホスホネート（BP）製剤やデノスマブ（Dmab）などの骨修飾薬は骨粗鬆症や悪性腫瘍の骨転

移、多発性骨髄腫における骨関連事象の治療目的に投与されています。一方で，2003 年に BP 

製剤による顎骨壊死の症例が報告されて以来、BP あるいは Dmab による薬剤関連顎骨壊死

（medication-related osteonecrosis of the jaws：MRONJ）の発症例が多数報告されるようになリま

した。日本口腔外科学会や日本骨粗鬆学会など複数の学会をまたがり構成される顎骨壊死検討

委員会からこの問題について見解をまとめた資料であるポジションペーパーが示されていますが、

リスク評価、治療方針、予防的処置などいまだ議論の余地が残る状態です。 

 本研究の目的は、当院における薬剤関連顎骨壊死の発症状況を後ろ向きに解析することで薬

剤関連顎骨壊死のリスク評価、予防および治療方法の選択に寄与することにあります。診療録よ

り情報を収集しリスク評価、治療方針、予防的処置の検討を行います。 

 研究期間は、病院長許可日から 2028年 3月 31日です。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

・患者背景：性別、年齢、使用する予定もしくは使用した骨修飾薬剤名、既往歴、喫煙歴、 

        その他の使用薬剤 

・X線検査所見：パノラマ X線所見、CT所見、MRI 所見  

・手術内容：手術を実施した場合の術式、麻酔方法 

・治療内容：口腔ケア、投薬、処置、手術 

・口腔内所見：OAG スコア、歯周検査結果、顎骨壊死の有無およびステージ 

・転帰：治癒の有無 

・血液学的検査：白血球数、Hb、血小板、PT、APTT 

・血液生化学検査：Na、Ca、Cl、P、AST、ALT、ALP、γ‐GTP、LDH、BUN、Cre、総蛋白、Alb 

  ・細菌検査結果：スワブ検査、血液培養検査 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 



また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

磐田市立総合病院 歯科口腔外科 石川 純（研究責任者） 

 住所：静岡県磐田市大久保 512-3 

 電話：0538-38-5000 


